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レ
第
［
回
定
例
会
で

予
算
編
成
方
針
を

述
べ
る
茂
木
村
長

予
算
編
成
方
針

健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ

住
民
福
祉
の
向
上
を

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
わ
が
国
を
と
り
ま
く
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
で
、
国
・
県
等
の
動

向
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財

源
の
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
事
業

を
最
優
先
と
す
る
な
ど
の
効
率
化
に
徹

し
、
健
全
財
政
の
堅
持
と
、
住
民
福
祉

の
向
上
を
基
本
理
念
と
し
て
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
に
つ
き
ま
し
て
嫁
、
．
、
景
気
の

低
迷
に
よ
り
、
税
収
入
の
大
き
な
伸
び

は
期
待
で
き
ず
、
地
方
交
付
税
、
国
・

県
等
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
抑
制
的
基

調
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
確

保
に
あ
た
つ
て
は
、
国
・
県
等
と
の
連
絡

を
密
に
す
る
な
ど
最
大
限
に
努
力
し
、

な
お
、
不
足
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
村

債
で
ま
か
な
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
歳
出
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
費
の

節
減
合
理
化
を
は
か
る
う
え
か
ら
、
一

般
諸
経
費
に
つ
い
て
は
極
力
圧
縮
す
る

と
と
も
に
、
事
務
の
合
理
化
・
事
業
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
住
民
福
祉
が
真
の
目
的
で

あ
る
以
上
、
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
福
祉

関
係
事
業
を
ば
じ
め
と
す
る
各
種
事
業

に
つ
い
て
も
、
国
・
県
等
と
の
連
携
を

密
に
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

※（　）内前年度に対する

　伸び率（％）

二［　　使用料及び手数料19，1750．8％

　　■　　諸収入　 16，1760，7％
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％
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轟
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川
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気
闘
椴
鵠
醐
－

％
σ
電
4
た
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糊
　
軽
　
木

財産収入31，6201．3％

自動車取得税交付金35，0001．4％

分担金及び負担金3483郵

繰越金40，0001．6％

地方譲与税43，2001．7％

繰入金

250，001

10．τ％

（400％）

村　債

350，000

14．1％

（400％）

地方交付税

　460，000

　18．5％

　（0％）

し

国・県支出金

425，213

　17．1％
（56．9％）

）

　
歳
入
に
つ
い
て
見
る
と
、
総
額
二
十

四
億
八
千
四
百
八
十
万
八
千
円
、
昨
年

に
比
べ
四
〇
・
一
％
と
い
う
大
幅
な
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
内
訳
別
に
見
る
と
、
］
番
大

き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
村
税
で
七
億

七
千
八
百
七
十
八
万
五
千
円
、
前
年
度

と
比
較
し
て
八
．
八
％
増
加
、
次
い
で

地
方
交
付
税
四
億
六
千
万
円
。
三
番
目

が
国
・
県
支
出
金
四
億
二
千
五
百
二
十

一
万
三
千
円
、
こ
の
う
ち
国
庫
支
出
金

が
二
億
五
千
三
百
八
十
三
万
八
千
円
で

三
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
、
県
支
出
金

は
一
億
七
千
百
三
十
七
万
五
千
円
で
二

〇
・
八
％
減
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
、
村
債

し
し

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
中
学

校
々
舎
を
改
築
す
る
た
め
の
大
き
な
事

業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
推
進
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
最
大
の
努
力
を
払

い
、
国
・
県
等
の
補
助
金
を
最
大
限
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
財
政
の
効
率
的

運
用
を
図
り
、
積
極
的
に
き
め
こ
ま
か

な
行
政
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
三
億
五
千
万
円
、
繰
入
金
が
二
億
五

千
万
一
千
円
で
、
と
も
に
前
年
度
よ
り

四
倍
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
学
校

建
設
費
に
当
て
る
た
め
に
大
き
く
伸
び

た
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
歳
出
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
目
に

つ
く
の
が
教
育
費
の
大
き
な
伸
び
、
前

年
度
当
初
に
比
べ
三
倍
近
く
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

中
学
校
々
舎
改
築
が
、
今
年
度
と
来
年

度
に
渡
る
二
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る
た
め
で
す
。
新
校
舎
の
具
体
的

内
容
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
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※（　）内前年度に対する

　伸び率（％）、△は減額

歳出　24億8，480万8，000円

38，754（△9．9

56，535（△0．1）

（

ズヘ、
〆

鍛

縫

難簸嚢褻嚢魏鑛菱

侶

歳出の性質別内訳（軸、千円）

113，4224．5％

普通建設事業費
1，136，549

45．7％

113，948　4．6％

欝黛

補助費等

380，54215．3％／

人件費
493，079

19．9％

　
　
へ
．
　
（

せ
レ
、
寄

　
次
い
で
土
木
費
が
三
億
五
千
六
百
五

『
十
七
万
九
千
円
。
十
四
路
線
で
道
路
改

良
や
舗
装
新
設
工
事
、
五
路
線
で
用
地

買
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
三
番
目
は
農
林
水
産
業
費
で
三
億
三

千
二
百
十
万
三
千
円
。
農
道
舗
装
や
排

水
路
の
整
備
、
運
動
公
園
の
造
成
工
事
、

上
新
巴
地
区
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
管
路
工
事
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
の

補
助
金
、
各
種
農
業
団
体
へ
の
補
助
金

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
は
二
億
六
千
八
百
八
十
六
万

七
千
円
。
役
場
の
維
持
管
理
費
や
戸
籍
、

税
務
、
選
挙
関
係
等
の
費
用
の
ほ
か
、

今
年
度
か
ら
本
格
的
に

活
用
し
て
い
く
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
（
端
末
機
）

関
係
費
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

村民1人が負担するお金
　　（人口10，020人で計算）

固定資産税…………・…35，342円

村民税……・………33，089円
電気税………………4，806円
村たばこ消費税………………3，246円

軽自動車税……・・…………・724円

そのほか……………・…・・516円
総　　　　額……・………77，723円

村民1人に使われるお金
　　（人口10，020人で計算）

教育費…………・…92，278円
土木費……………・35，587円
農林水産業費…………一33，144円

総務費……一……26，833円
衛生費…………・…14，961円
民生費…………一14，209円
公債費…………・…11，383円
消防費……一一・・10，081円
議会費…………・…一5，642円
そのほか・…一…・……3，867円

総額……………247，985円

教
土
農
総
箆
公
消
議
そ
義
．

　
衛
生
費
は
一
億
四
千
九
百
九
十
万
七

千
円
。
住
民
健
診
や
ガ
ン
検
診
な
ど
、

健
康
管
理
面
で
の
事
業
や
清
掃
関
係
事

業
の
経
費
、
大
里
南
部
、
荒
川
南
部
の

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
等
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
一
億
四
千
二
百
三
十
七
万

五
千
円
。
各
福
祉
事
業
や
国
民
年
金
の

経
費
、
保
育
所
関
係
の
費
用
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
費
は
一
億
百
万
八
千
円
。
熊
谷

地
区
消
防
組
合
の
負
担
金
や
消
防
団
の

運
営
費
、
北
分
団
の
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
費
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
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水
道
事
業

．
水
道
事
業
の
使
命
は
、
住
民
に
常
時

安
定
し
た
水
を
給
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善

に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
水
道
を
計
画
的
に
整
備
し
、
水
道
事

業
の
健
全
看
運
営
が
で
き
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
趣
旨
か
ら
、
　
一

般
経
費
の
節
減
を
図
り
、
最
小

国

保

限
の
維
持
管
理
費
、
建

設
改
良
費
等
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
本
年
度
の
主
な
建
設

改
良
工
事
は
、
区
画
整

理
区
域
内
の
配
水
管
布

設
工
事
と
、
防
火
設
備

拡
充
の
た
め
の
消
火
栓

設
備
工
事
で
す
。

　
　
本
年
度
の
予
算
は

予算のあらまし

（1）業務の予定量

　④給水戸数…一…………2，450戸

　◎年間総配水量…一1，450，000m3

　◎1日平均配水量…・…一3，973m3

（2）収益的収入及び支出

　④水道事業収益一175，723，000円

　●営業収益一・・…9173，721，000円

　●営業外収益一…・一2，001，000円

　●特別利益・………………1，000円

　＠水道事業費用一163，621，000円

　●営業費用…一…119，019，000円

　●営業外費用一…・・44，501，000円

　●特別損失…一一…・9…1，000円

　●予備費一…一一・…100，000円

◎差引当年度純利益…12，102，000円

（3）資本的収入及び支出

　④資本的収入………43，700，000円

　●一般会計負担金一1，200，000円

　●負担金……………42，500，000円

　◎資本的支出………75，514，000円

　●建設改良費………59，500，000円

・●企業債償還金……16，014，000円

◎差引不足額…………31，814，000円

別
計
下
記
の
と
お
り
で
鷹

特
会
会
の
時
代
に
安
定
し
た
運
営
を

　
　
　
　
　
維
持
で
き
る
よ
う
、
歳
入
歳
出
二

　
　
　
億
八
千
百
九
十
万
三
千
円
の
予
算
を
計

　
国
保
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
近
年

特
に
経
済
成
長
を
上
回
る
医
療
費
の
増

加
が
続
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
い
う

制
約
の
も
と
で
、
本
格
的
な
高
齢
化
社

歳
入

上
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
他

　
　
　
　
　
の

繰
入
繰
越
金
そ

　
　
　
　
↑
　
↑

議会
だより

保
　
険
　
税

国
・
県
支
出
金

38
・
3
6
％

52
・
5
3
％

轡
、

　
も0

・
91
％

議
　
　
審

ど
を

歳
出

そ
の
他
／

駕

保
険
給

付
費

老
人
保
健

拠
出
金

講

66
・
5
5
％

21

・
0
5
％

）

し

3
・
7
9
％

　第1回定例会一

59年度予算な
　　　18議案

＼）’

）

3月12日から19日まで開かれた定例会のもよう

　
昭
和
五
十
九
年
議
会
第
一
回
定
例
会

は
、
三
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
八

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
各
予
算
、

五
十
八
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、

改
正
な
ど
十
八
議
案
。
本
会
議
、
各
常

任
委
員
会
で
の
慎
重
審
議
の
す
え
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

●
五
十
八
年
度
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
二
十
五
万

六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
十

九
億
二
千
百
八
十
九
万
三
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
別
補
正
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
△
ほ
減
額
）

●
総
務
費
…
…
…
△
四
百
七
十
一
万
円

●
民
生
費
…
…
七
百
八
十
六
万
九
千
円

●
衛
生
費
…
…
…
：
…
－
：
・
・
三
十
万
円

●
農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
…
：
：
百
九
十
四
万
一
千
円

●
商
工
費
…
…
△
一
千
二
百
五
十
万
円

●
土
木
費
：
：
：
…
…
△
八
百
五
十
万
円

●
教
育
費

　
…
：
△
一
千
五
百
三
十
七
万
五
千
円

●
諸
支
出
金

　
…
…
三
千
四
百
二
十
三
万
一
千
円

●
五
十
八
年
度
国
保
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
百
十
二
万
四

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二
億

六
千
七
百
三
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。
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内
訳
と
し
て
は
、
歳
入
の
う
ち
繰
越

金
に
七
百
十
二
万
四
千
円
追
加
し
、
歳

出
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
費
に
七
百

五
万
円
、
総
務
費
に
七
万
四
千
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

●
五
十
八
年
度
老
人
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
の
う
ち
、
一
般
会
計
繰
入
金
に

五
百
万
円
追
加
し
、
支
払
基
金
交
付
金

を
百
八
十
八
万
六
千
円
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
医
療
諸
費
に
二
百
九
十
四

万
八
千
円
、
繰
出
金
に
十
六
万
六
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。

●
五
十
八
年
度
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特

　
別
会
計

　
歳
入
面
で
は
国
庫
補
助
金
を
九
十
二

万
五
千
円
、
村
債
を
三
百
五
十
万
円
減

額
し
、
歳
出
面
で
は
、
住
宅
資
金
貸
付

事
業
費
を
四
百
五
十
万
円
減
額
、
償
還

金
基
金
積
立
金
に
七
万
五
千
円
を
追
加

し
、
全
体
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

四
百
四
十
二
万
五
千
円
減
額
と
な
り
、

予
算
総
額
を
二
千
三
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
五
十
八
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計

　
支
出
の
う
ち
、
水
道
事
業
費
用
の
営

業
費
用
を
八
百
三
十
三
万
円
減
額
し
、

総
額
で
一
億
六
千
四
百
一
万
二
千
円
、

収
入
で
は
資
本
的
収
入
の
う
ち
の
負
担

金
を
四
百
万
円
減
額
し
、
総
額
三
千
八

百
、
一
＋
万
円
嫉
醗
欝

●
江
南
村
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（

へ

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る

家
庭
等
の
雑
廃
水
及
び
し
尿
の
処
理
施

設
の
設
置
・
管
理
に
関
す
る
事
を
定
め

た
条
例
で
す
。

　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二

で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
こ
の
よ
う
な

公
の
施
設
を
設
置
す
る
と
き
は
、
そ
の

設
置
・
管
理
に
つ
い
て
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
、
す
。

　
内
容
は
、
使
用
開
始
の
日
か
ら
、
雑

廃
水
に
つ
い
て
は
一
年
以
内
に
排
出
に

必
要
な
設
備
設
置
、
し
尿
に
っ
い
て
は

三
年
以
内
の
く
み
取
り
式
便
所
か
ら
水

洗
式
便
所
へ
の
改
造
が
使
用
者
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

●
江
南
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
し
尿
の
く
み
取
り
手
数
料
は
、
今
ま

で
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、
し
尿
処

理
場
ま
で
の
距
離
十
二
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
内
二
百
十
円
、
そ
れ
以
上
は
二

百
二
十
円
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で

二
十
円
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
三
十

円
、
二
百
四
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
つ
い
て

　
委
員
の
杉
田
清
喜
氏
が
、
二
月
に
行

わ
れ
た
農
業
委
員
選
挙
に
当
選
、
農
業

委
員
と
の
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
職
を
辞
し
、
後
任
に
次
の
方

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
住
　
所
）
　
江
南
村
大
字
野
原
四
三

　
　
　
　
　
〇
番
地

へ
　
（

／（
氏
　
名
）
　
岡
田
　
定
一

　
　
　
　
　
昭
和
二
年
三
月
三
日
生

鏑
鵜
麟
撰
齢
麟
灘
鶏

3月26日の委員会のもよう

　
二
月
十
四
日
任
期
満
了
に
伴
う
江
南

村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
一
一
月
四

日
に
告
示
さ
れ
、
四
、
五
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
立
候
補
の
受
付
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
十
五

人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
団

体
か
ら
の
推
せ
ん
委
員
も
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
ほ
ね
お

り
い
た
だ
く
農
業
委
員
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

O
選
挙
に
ょ
る
委
員

　
　
　
　
　
　
　
（
立
候
補
届
出
順
）

上下板成野上　樋小　樋須御千三
押押　　新稟春江塩春賀薪
切切井沢原田　北川　南広田代本

松大吉関杉新木福鹿内滝田橋上志
本島野口田井村島庭田田中本杉村
　正武忠清　昭　充万隆盛博茂
茂雄義平喜益二明永平一司治郎正

○
団
体
か
ら
の
推
せ
ん
に
ょ
り
村
長
の

選
任
し
た
委
員

●
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
学
識
経
験
者

井水舟長茂

上野橋倉木

秋
広

敬
　
三

近
義

孝
　
二

大
炊
介

●
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
福
田
　
　
清

●
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
持
　
田
　
宗
昌

　
／
’

国民年金保険料が月額6，220円

○向
』

　
国
民
年
金
の
財
政
は
、
皆

さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
、

国
の
一
部
負
担
金
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
い
つ
の
時

代
に
も
健
全
で
安
定
し
た
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
少
く
と

も
五
年
ご
と
に
財
政
の
見
直

し
を
行
い
、
保
険
料
の
改
定

も
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
急

激
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
毎
年
段
階
的
に
引
き

上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

保
険
料
が
四
月
か
ら
一
ヵ
月

六
千
一
一
百
二
十
円
に
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
今

ま
で
ど
お
り
四
百
円
で
す
。



ぱ
場

鴨
串聴

叢

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。■

日
程

●
四
月
十
八
日
（
水
）

江
南
村
農
協

　
午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

　
三
本
渡
唐
神
社

　
午
前
九
時
半
～
十
時
二
十
分

成
沢
坂
上
公
民
館

　
午
前
十
時
四
十
分
～
十
一
時
半

　
農
協
南
支
所

　
午
後
一
時
～
三
時

　
板
井
小
林
商
店
前

　
午
後
一
時
～
一
時
五
十
分

　
野
原
文
殊
寺

　
午
後
一
一
時
十
分
～
三
時

●
四
月
二
十
三
日
（
月
）

　
江
南
村
役
場

　
・
午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

■
料
金

　
●
登
録
料
…
…
…
…
…
…
一
一
千
百
円

　
●
注
射
料
…
…
…
…
…
…
千
九
百
円

■
問
合
せ

　
役
場
住
民
課
（
内
線
二
四
）

　
暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何
と

な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま

う
ー
春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。
で
も

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い
日
本
に

は
人
や
車
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
中
に
発
生
し
た
交
通

事
故
は
、
全
国
で
五
十
二
万
五
千
九
百

三
件
（
一
日
平
均
千
四
百
四
十
一
件
）
。

前
年
に
比
べ
て
二
万
三
千
六
百
四
十
二

件
（
四
・
七
％
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
二
輪
車
の
事
故
、
歩
行
中
の

お
年
寄
り
の
事
故
、
自
転
車
乗
車
中
の

子
供
と
お
年
寄
り
の
事
故
が
目
立
っ
て

増
え
て
い
ま
す
。

　
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
1
。
歩
行
者
も
ド

ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気
に
気
を
緩
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
交
通

安
全
を
確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

一一→話題のひろば

☆わたし、1万人目の村民よ。

　江南村の人口が1万人を突破、その記念すべ

き1万人目の住民は、1月3日に生れた大字塩

317－4番地にお住まいの富田広行さんと裕子さ

んの長女、愛ちゃんです。

　国勢調査人口ではすでに1万人を超えていま

したが、今回は住民基本台帳上で到達したもの。

3日3日には、これを祝して村長から愛ちゃん

に色紙と日本人形が贈られました。

☆
健
康
教
室
で
体
力
測
定

　
農
村
婦
人
健
康
教
室
で
は
三
月
六
日

に
講
習
会
と
体
力
測
定
を
行
い
　
午
後

の
体
力
測
定
は
反
復
横
と
び
、
ジ
グ
ザ

グ
ド
リ
ブ
ル
な
ど
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

、
．
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　i圏貸出期間　3日～5日　　　　　i■参加費用
　　固定資産税　　　　　i■フィルムの聾類　　　　　　i　受講料無料・材料費のみ参加者
　　　　　　　　　　　　　：　児童劇・童話・家庭・社会教育　：負担
　　課税台帳の縦覧　　　i■申込み．問合せ　　　　　　1■申込み
　次により、固定資産税課税台帳i　大里広域市町村圏組合視聴覚セ　i　青年の家所定用紙により4月14
を縦覧に供します。　　　　　　iンター　盈0485－23－1638　　　i日（ガ～4月21日（£の間に
　課税台帳の登録事項について不　i　　　　　　　　　　　　　　　　i■間合せ
服がある場合には、4月30日までi　　スクール生募集　　　i　深谷青年の家
に審査の申し出ができます。　　i一県立深谷青年の家一　i　盈0485－71－7548
　くわしくは役場税務課におたず　i　　　　　　　　　　　　　　　i
ねください．（内線34）　　　　i　青年の生きがいのある充実したi　　　お早めに！
＞日時　　　　　　　　　i生活と仲間づくりを目的に’昭和i　　電話移転申込み
　4月1日から20日まで、休日を　：59年度の青年スクーノヒを開催しま　1
除く毎日午前9時から午後5時ま　iす。　　　　　　　　　　　　　　i　3月～5月は転勤・入学等によ
で。（土曜日は正午まで）　　　　i■期　間　　　　　　　　　　　1る引越しが集中し、電話の移転工

〉場所役場税務課　　　i　5月～8月まで毎週1回計15回i事などが大変混みあいます。
　　　　　　　　　　　　　i■場所県立深谷青年の家　i　電話エ事は予約制になっていま
　16ミリフィルム貸出し　　1■内容　　　　．　　　iす．予定が決まりしだいお早めに
　大里広域視聴覚センターでは、　i　o火曜コース／書道、茶道、陶　i電話局までお申し込みください。
．・6ミリ映画フィルム・映写機の貸1芸・バレーボール・卓球　　iなお・土曜日は混雑します・で

し出しをしています。　　　　　i　o水曜コース／華道、七宝焼、　：きるだけ平常日をご利用ください。
■貸出対象　　　　　　　　　　　i絵画、レクダンス　　　　　　　　i■間合せ　　　　　　　　　、
　子供会・自治会・幼稚園・学校　i　o金曜コース／マンドリン、フ　i　熊谷電報電話局　第一営業課
P　TAなどの団体。　　　　　　1オークギター、写真、調理　　　　i　盈0485－21－2991

）

し

）

）
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（

（

　
昭
和
四
十
七
年
工
事
着
工
以
来
、
十

二
年
間
に
わ
た
り
進
め
ら
れ
て
き
た
江

南
土
地
改
良
区
の
ほ
場
整
備
事
業
が
こ

の
ほ
ど
完
了
、
三
月
二
十
四
日
に
は
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
式
典
が
行
わ

れ
、
記
念
碑
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
対
象
地
域
は
、
江
南
村

御
正
地
区
と
熊
谷
市
吉
岡
地
区
の
一
部

の
面
積
三
百
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

水
田
を
主
と
し
た
耕
地
で
す
。

　
事
業
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
こ
の
地
区

内
の
水
路
は
不
備
で
、
排
水
路
か
ら
の

反
復
利
用
、
田
越
か
ん
が
い
を
行
い
、

洪
水
時
に
は
田
越
し
排
水
を
し
て
い
る

現
状
で
し
た
。
ま
た
、
農
道
は
道
は
ば

が
せ
ま
く
曲
が
つ
て
い
る
な
ど
大
変
不

便
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
悪
条
件
の
た
め
労
働
生
産

性
、
土
地
生
産
性
は
き
わ
め
て
低
く
、

そ
こ
で
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

　
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
昭
和

四
十
六
年
度
に
設

計
調
査
、
四
十
七

年
度
か
ら
ほ
場
整

備
事
業
に
着
手
、

以
来
十
二
年
間
の

歳
月
と
総
工
費
＋

七
億
六
千
五
百
万

円
を
投
じ
、
用
排

水
路
の
改
良
、
道

路
、
網
の
整
備
と
農

地
の
集
団
化
、
大

型
機
械
導
入
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

不燃物を出すときは

気配りを

大里広域クリーンセンターから

　
皆
さ
ま
方
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃

え
な
い
ご
み
の
処
理
は
、
大
里
広
域
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
破
砕
選
別
方
式

（
　
（

に
よ
り
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
不
燃
ご
み
の
中
に
ス
プ

レ
ー
缶
や
薬
品
な
ど
が
ま
じ
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
作
業

員
の
ケ
ガ
や
破
砕
機
の
爆
発
原
因
に
な

り
ま
す
。
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ど
う

か
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
★
こ
ん
な
物
は
出
さ
な
い
で

　
プ
ロ
パ
ン
や
ア
セ
チ
レ
ン
の
ボ
ン
ベ
、

火
薬
類
、
薬
品
類
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
、

塗
料
カ
ス
、
廃
油
。

　
★
次
の
物
は
容
器
に
穴
を
あ
け
て
出

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
（
化
粧
用
、
殺
虫
剤
、

塗
装
用
、
卓
上
ガ
ス
コ
ン
ロ
用
）

講
「
珪
畷
藝
㎜
健
雛
畷
薫

　
江
南
村
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

採
用
の
保
健
婦
（
役
場
職
員
）
を
募

集
し
ま
す
。
志
望
さ
れ
る
方
は
、
次

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
、
採
用
予
定
人
員
：
：
…
：
一
名

二
、
受
付
期
間

　
●
持
参
受
付
…
…
四
月
十
日
か
ら

　
四
月
二
十
八
日
ま
で
、
平
日
は
午

　
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土

　
曜
日
は
正
午
ま
で
。

　
●
郵
送
受
付
…
：
四
月
十
日
か
ら

　
四
月
二
十
八
日
（
当
日
消
印
有
効
）

三
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
以
降

1欝

　
　
　
“
嚢
謙
毒
鐵
轟
毒
毒
、

　
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
婦
免
許
を

　
有
す
る
方
及
び
昭
和
六
十
年
四
月

　
三
十
日
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き

　
る
見
込
み
の
方
。

四
、
選
考

　
　
試
験
日
時
、
場
所
等
応
募
締
切

　
り
後
通
知
し
ま
す
。

五
、
応
募
書
類

　
　
応
募
書
類
の
請
求
・
提
出
は
役

　
場
総
務
課
で
取
扱
い
ま
す
。

六
、
そ
の
他
注
意
・
間
合
せ

　
　
江
南
村
役
場
総
務
課

　
　
智
三
六
ー
一
五
一
二

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
（
篇
勲
）

三
　
本

　
藤
野
　
孝
史
　
二
男
　
　
（
榮
　
司
）

上
新
田

　
塚
田
　
正
諭
　
長
男
　
　
（
正
　
直
）

押
　
切

　
川
邊
　
里
美
　
二
女
　
　
（
康
　
夫
）

　
佐
藤
　
稚
俊
　
長
男
　
　
（
重
　
利
）

　
西
野
　
朝
春
　
長
男
　
　
（
民
　
男
）

　
小
澤
　
恵
子
　
二
女
　
（
銃
　
市
）

樋
　
春

　
坂
田
　
寿
光
　
二
男
　
　
（
哲
　
朗
）

　
福
島
　
清
円
　
長
女
　
　
（
豊
　
久
）

小
江
川

　
四
ヶ
所
実
貴
　
長
女
　
　
（
建
　
裕
）

板
井

　
長
倉
　
章
菜
　
長
女
　
　
（
文
　
良
）

塩
　
富
田
　
愛
長
女
（
広
行
）

千
　
代

　
吉
田
　
裕
美
　
二
女
　
　
（
圭
　
良
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
」
（．

蕊



雛霧
　
第
五
回
村
民
卓
球
大
会
は
、
さ
る
三

月
十
一
日
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
卓
球
は
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
親
し
ま
れ
、
体
育
館
の
一
般
開
放

で
も
必
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り

大
会
は
、

成績一覧表

今

昨
年
に
比
べ
る
と
非
常
に
レ

優　　勝 準優勝 第三位
中学生男子 佐藤圭一 広田浩二

中学生女子 松田太子 駒井千絵

一般男子 飯島義孝 鏑木幹矢 田中正己

男子シニア 平山雅康 河合党治 小沢信之

一般女子 前川キミ子 飯塚恭子 茂木ふみ子

団　　　体 片山鉄工所 須　賀　広

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
試
合
結
果
は
、
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

【団体戦の部】優勝

須
　
賀
　
広

三野

本原

ヂィー

ゼ
ル
機
器

板成

井沢

小
原
療
養
所
A

片
山
鉄
工
所

小
原
療
養
所
B

坊
・
毎
犀
住
に

な
っ
た
の
か
い
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あ
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λ
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，
「
な
ボ
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親
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亘
期
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泄
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ぎ
）
し
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象
／
，
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欝

ど
製
ぞ
壌
．
へ
、
暁
く

福田榮吉さん

　
四
月
か
ら
江
南
村
の
交
通
指
導
員
に

新
に
『
名
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
紙
上
よ
り
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

　
福
田
　
榮
吉
　
須
賀
広
　
一
一
四
九

　
指
導
員
に
つ
い
て
は
現
在
三
名
で
あ

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
一
名
を
選
出
し
て

四
名
で
江
南
村
の
交
通
安
全
を
は
か
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
安
全
運
転
に

自
信
の
あ
る
方
は
役
場
総
務
課
ま
で
連

絡
し
て
下
さ
い
。

・
昌
＝
－
7
昌
一
＝
＝
■
畠
聲
一
7
呂
一
…
且
＝
呂
7
呂
＝
一
7
含
一
…
8
畠
＝
＝
・
昌
＝
－
一
｝
温
一
＝
－
7
昌
豊
一
”
・
呂
＝
＝
、
昌
一
＝
7
畠
3
署
8
昌
一
…
盈
一
3
一
7
∩
一
一
一
冒
・
－
＝
＝
7
盆
＝
冒
三
一
＝
謂
7
畠
一
＝
7
島
＝
一
7
盆
＝
＝
・
畠
＝
冒
温
一
一
＝
7

こ
う
な
ん
文
芸

1
短
歌
lI

詩
、
短
歌
、
俳
句
等
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

役
場
総
務
課
ま
で

高
原
の
歌
（
冬
か
ら
春
へ
）

指
導
標
建
て
ね
ば
な
ら
ぬ
村
上
山
の
雪
の
消
ゆ
る
を
苛
々
と
待
つ

み
社
の
敷
地
定
む
と
雪
を
ふ
み
昨
日
も
今
日
も
楢
山
め
ぐ
る

雪
原
に
黒
き
影
ひ
き
戻
り
ゆ
く
妻
を
窓
辺
に
吾
は
見
て
居
り

真
向
ひ
の
山
よ
り
来
る
雪
解
水
導
く
溝
を
今
日
も
掘
り
つ
ぐ

そ
の
仔
ら
を
捨
て
た
る
夕
べ
雨
の
中
を
泥
に
ま
み
れ
て
犬
が
う
ろ
つ
く

生
き
づ
く
り
の
鯉
の
、
口
よ
り
酒
そ
そ
ぐ
あ
ぎ
と
ふ
見
れ
は
あ
わ
れ
な
り
け
り

、
又
兎
か
み
殺
し
た
る
臼
犬
が
尾
を
ふ
り
首
た
れ
吾
に
ま
つ
わ
る

去
年
雛
を
放
て
る
林
に
育
ち
た
る
維
子
が
戻
れ
り
嬉
し
く
て
な
ら
ず

春
の
雨
ひ
ね
も
す
降
る
に
頬
臼
は
一
つ
梢
に
な
き
つ
ぐ
あ
わ
れ

雑
子
が
来
る
岩
燕
が
来
る
雨
が
降
る
や
う
や
く
鹿
沢
に
春
が
来
り
ぬ

臼
樺
と
楢
の
梢
に
三
十
あ
ま
り
今
日
は
か
け
た
り
鳥
の
巣
箱
を

　
　
　
　
ツ
マ
コ
ヒ
ド
リ

嬬
を
恋
ひ
堆
子
鳥
は
鳴
く
と
い
ふ
鹿
沢
の
里
に
も
春
は
来
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
須
賀
広
　
内
山
和
一
（
元
鹿
沢
国
民
休
暇
村
支
配
人
）

．
，
）

）




